






要約:奈良県下の小児科医 85 名にアンケートを送付し,県下の遺伝相談の実態とニーズを

調査した(回答者数 58 名,回答率 68.2%)。58 名中 3 名のみが遺伝相談の教育を受け,実施

していた。その実績は 1 名が約 30 回/年,2 名が約 3 回/年と極めて少ないものであった。

残る 51 名のうち多くは,遺伝相談の実績こそないが,それに相当～匹敵する経験をもって

おり，必要に応じて専門機関に紹介していた。58 名中 95%以上の大多数が遺伝相談の潜在

的ニーズを自覚し,その件数は一次相談が 1～10 件/年,二次が 1～5 件/年程度と算定して

いた。そしてこのニーズは今後増加傾向を呈するので行政の支援を得て医師のみならず看

護職からも人材を養成する必要があると考えている。


